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研究成果の概要 

 

方法論グループ (滋賀大学：清水 昌平) 

研究題目 因果グラフ探索法の研究と評価 

因果探索の方法論に関する研究とともに、政策科学、環境学、予防医学、臨床医学の領域の各グ

ループと協力して予備解析を行った。方法論に関しては、離散変数と連続変数が混在する場合の

識別性や既存手法の実装の高速化を検討した。また、最適輸送のアイデアを用いて差分の差分

法の推定精度と計算速度を向上させ、国際会議 CLeaR2024にて出版された。因果探索を用いて

因果グラフを推定し反事実の確率を計算することを提案し、滋賀銀行のデータを用いてデモを行う

論文が国際会議 IJCNN2024に採択された。若手研究者支援に関しては、因果探索による因果分

析、データの収集・整理，方法論のカスタマイズを実施した。また，それらの成果について、とりまと

め，研究・イノベーション学会にて発表 2件を行った。 

 

臨床医学グループ (サスメド株式会社：井上 佳) 

研究題目 不眠障害に関する因果分析 

研究題目 中枢神経系疾患に関するデータを用いた因果分析 

2022年度より実施してきたリアルワールドデータを用いた中枢神経系疾患に関するデータを用い

た因果分析を継続している。得られた因果グラフの bootstrap法を用いた信頼性評価や、欠測の

補完方法の違いによる因果グラフの違いの評価を行った。実臨床のデータは欠測が多く因果分析

上も対応が必要なため、清水 G と連携し欠測補完と因果探索を組み合わせた手法開発と適用を

試行した。 

 

予防医学グループ(京都大学：福間 真悟) 

研究題目 予防介入に関する因果分析 

予防医学領域における因果グラフ探索技術の応用とその範囲を検討するため，日本の保険者が

保有する医療レセプト，健診データから構成される大規模ヘルスデータベースに対して，因果探索

の方法論を適用した．まず，健康指導介入から翌年健診結果への因果グラフを，データに基づい

て生成し，臨床的解釈との整合性を検討した．さらに，専門知識＋データ駆動の工夫により，経時

的な介入効果の検討を行った．この成果は，昨年度領域会議でポスター報告しており，投稿論文

を準備している．また，政策科学チームの研究課題である因果グラフ探索に LLMを援用する方法

論開発を，チーム間で連携し検討した．具体的には，LLMが学習していないデータによる検証を

要したため，未公開データの提供に合わせて共同して行った．この成果は，論文化されている． 

 

環境グループ(国立環境研究所：林 岳彦) 

研究題目 生態毒性評価に関する因果分析 

メダカを用いた生態毒性試験において、毒性発現の因果経路の探索に適当な実験条件を検討す

るため、作用機序が明確な化学物質である有機リン系殺虫剤（クロルピリホス）や抗てんかん薬（カ

ルバマゼピン）などを対象として、複数の曝露濃度・曝露時間での網羅的な遺伝子発現データを



 

 

取得した。その結果、曝露による最初期の分子応答と致死などの悪影響までの経路の全てを包括

するデータを取得することについては課題が見られたものの、一定の条件（例：曝露 24時間以降）

では化学物質曝露による影響が安定し、因果探索に適した実験系であることを明らかにできた。こ

れらの成果の一部は、査読付き論文 2件として発表した。 
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